











　『鶴見大学仏教文化研究所紀要』第十四号（平成二十一年四月発行）に（１）五院の成立時期について、 （２）總持寺輪住制の変容、 （３） 『普蔵院住番牒』とその問題点を取り上げ、私見を述べた。とりわけ（３）では『普蔵院住番牒』を翻刻するとともに、これに対応する『總持寺住山記』を掲げ、普蔵院輪住の実情を考察した。また、第十六号
（平成二十三年三月発行）には、五院による總持寺の護持と管理運営について概観した上、 『妙高庵輪住誌』を翻刻するとともに、これに対応する『總持寺住山記』を掲げながら、その問題点を取り上げるなど、妙高庵輪住の実情を考察した。ここではその後 調査で、 『總持寺住山記』の成立などについて、新しい知見を得たので、これを報告するとともに、前号と同じように『洞川庵輪住誌』を翻刻し、それに対応する『總持寺住山記』 掲げ、その実情と問題点を考察す 。　　　　
（一） 『總持寺住山記』の概要
　『總持寺住山記』の成立について述べる前に、その概要について考察する。 『總持寺住山記』は通称で、正しくは巻一の内題にあるように、 『總持禅寺開山以来住持之次第』 （以下『 と略称）である。これは書名からもわ
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かるように、開山瑩山禅師から明治三年（一八七〇）七月二十五日、四万九千七百六十六世大仙和尚までの輪住者、およびその後明治三十四年七月二十八日、五万千九百八十世（実質五万千百九十八名）瑞巖和尚までの瑞世者記録で、百四十冊からなる。しかし巻百三十四 四 八千九百八十一世～四 九千四百九十世）が散逸しており、さらに巻百六が巻百五の紙背にあるのみならず 巻百十が一と二に分冊されているから、実質百三十九冊である。装丁は折本装で、法量は縦三一 ・ 三～三三 ・ 七糎 横一六 ・ ～ 〇 ・ 四糎であ 。なお巻四十五～巻六十六（巻四十六 ・ 四十八 ・ 五十一 ・ 五十七を除く）には料紙に罫線がある。　
また保存のため裏打を施し、汚破損の部分を修復（近代か）しているが、表紙（主として紺・澁皮）など
努めて原装（表紙裏に金銀砂子・切箔など）を残しているも もあるが、極一部については文字まで切断するなど、技術的に稚拙で粗雑なものも少なくない。巻 について 、開山瑩山瑾和尚から七十一 惟忠勤和尚（永享二年〈一四三〇〉八月 二日入寺）まで損傷が甚だしかった しく、前表紙裏に「住山比丘宗葩謹誌」とあ ように、七十二世春谷宗葩（永享二年十一月十九日入寺）が書き改めている。しかし何故か七（三十七 ・ 四十五 ・ 五十三 ・ 五十五 ・ 六十三 ・ 六十四 ・ 七十一世） の法名の上に落款があるが、 落款は巻一と巻二 （二百二十七世～六百二十九世）の前半を中心として、 三十七世大林棟 千九十二世筠渓洪まで断続的に法名の上 落款がある。　
記録の内容は、最初期は世代数、輪住者名、嗣法師名のみであるが、やがて受業師名、入寺年月日、国名、門派名、

































名である。五万一千余を数える輪住者および瑞世者（輪住廃止後）と、その受業師・嗣法師を単純計算すると十五万余になるが、受業 ・嗣法師の欠落や重複 さらには同名異人などもあるから、これ を勘案 ても十万 ら十一万にのぼることは間違いない。また寺院名も観音寺 ・ 円通寺など重複があるが 四万六千余に ぼることは確かである。　
また輪住者の動向、輪住者と受業師・嗣法師の問題、寺院名・門派名・国名（出身地）などか 、教団 成立と全






















るが、同日十名以上の場合をみると、三月がもっとも多く、次が八月（開山忌との関係か） ・四月・二月の順に ってい 。なお同 輪住の場合、同門派や同じ地方からの傾向が強く、また輪住者数の極端な増減もみられる。それは開山忌・二代忌など宗内的事情、幕府による總持寺諸法度 発布や、寺社奉行の裁許などによる政治的影響、天明二年～七年（一七八七）の飢饉・疫病など社会経済的動向と多分に相関関係にあることなどもわかる。　
また峨山派と相剋した明峰派、陸奥・出羽両国の本寺として輪住に応じなかった月泉派・道叟派、地方教化





























　）や、 受業師 ・ 嗣法師は和尚が普通であるが、 文明から永禄にわたり、 明応を中心として、































































































































































































































































































・千寧寺 永福寺 松岩 （四ヶ ）
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外の寺院である加賀永福寺・玉龍寺、近江曹沢寺、能登芳春院・覚皇院・万年寺など六ヶ寺で、前に触れたように五十七ヶ である。これを地域別にみると、東北地方三十四ヶ寺（陸奥十七ヶ寺 出羽十七ヶ寺）が圧倒的に多く、全体のおよそ六十％を占めている。次は北陸地方の十ヶ寺（加賀四ヶ寺、能登五ヶ寺、越中一ヶ寺） 、関東地方の九ヶ寺（武蔵一ヶ寺、常陸一ヶ寺、下総六ヶ 、上総一ヶ寺）と続き、あとは甲斐一ヶ寺、近江一ヶ 、石見二ヶ寺となっている。　
また輪住した五十七ヶ寺を個別的にみると、輪住一回のみの寺院は二十二ヶ寺で、およそ三十八％にあたるが、こ
れらは下総宝成寺、出羽補陀寺などの代住が九ヶ寺、補住七ヶ寺となっている。もっとも多く輪住（代住も含む）しているの 出羽補陀 の十五回であるが、寛永元年（一六二四）は出羽観音 寛永十二年は出羽長慶 文化六年（一八〇九）も 温泉寺、弘化二年（一八四五）は 登霊泉寺を代住させている。なお輪住の間隔は二十五年から十一年であるが、二百四十一年に 五回であるから、平均すると十六年に 回の割合になる。　







安二年建龍寺・延宝四年は乾龍寺）の場合は 天保十四年（一八四三）に總持寺山内塔頭覚皇院に代住させているが慶安二年（一六五〇）から天保四年まで百九十四年間に、二十 から二十六年の間隔で ので、平均すると二十四年に一度輪 ことになる。次の総光寺は承応三年（一六五〇）から嘉永五年（一八五二）ま百九十九年間に二十二年から 十八 の間隔で輪住しているが、これを平均すると約二十二年に一回の割りで輪住している。なお先述したように、文政八年（一八二五）と、二十七年経過した嘉永 年（一八五 ） 泰山嶽海が二回輪住している。また本荘永泉寺は慶安元年（一六四八）から嘉永六年（一八五三）まで、二百六年間 二十四年から三十年の間隔で輪住しているが、平均すると二十六年に一回 割 である。また仙北永泉寺は寛永五 （一六二 ）年から嘉永七年（一八五四）まで、 百二十七年間 二十 年から三十七年の間隔で輪住しているが、平均するとおよそ二十八年に一回の割合になる。　
そのほか八回輪住している寺院は、下総宝成寺（二回代住） 、陸奥龍穏院（一回代住） 、出羽瑞巌 （文化十年、天
保九年に恵岳玄定二回輪住） ・海晏寺・持地院（寛永 一 ・延宝元年・宝永二年 地持院） ・梵釈寺 ある。　
また七回は下総宗徳寺（一回代住） 、出羽東正寺（文化十二年・天保十年に樹黙泰英二回輪住） 、六回は上総大通 、
五回は陸奥梅渓寺・東顕寺・瑞興寺、出羽泉龍寺などがある。　
なお無視できない は、欠住時に出仕した洞川庵支配下の塔頭であるが、昌泉寺 回、東源寺八回、秀翁院四回










 天保元年（一八三〇）八月 輪住した奥州仙台大慈寺大賢哲宗の条と、翌二 八月輪住した江州曹沢
            寺巨海仙学の条の行間に「天保二卯八月開山二代五百年四百五十年遠忌相勤ム、尤モ旧命新命入交リ
   





   それは文化三年（一八〇六） 、總持寺火災（正月二十一日、洞川庵は普蔵院とともに焼失を免れる）後
　　
   の九月二十七日、總持寺に出世し 文化十年および天保九年に洞川庵に二度輪住しているから三住で
　　




          輪住の羽州総光寺泰山嶽海の条に「江府御 禮相勤
（５）
 嘉永七年（一八五四）輪住の羽州六郷永泉寺活牛の条に「加州年禮相勤ム」とある。
【注記】
（１）栗山泰音『總持寺史』五五二頁参照。（２）栗山泰音『總持寺史』五五三頁参照。（３）栗山泰音『總持寺史』五五六頁参照。（４）栗山泰音『總持寺史』五五四頁参照。
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（５）
 『新修門前町史』資料編２
 総持寺
 一一三頁参照。
（６） 『總持寺誌』一〇三頁参照。（７）栗山泰音『總持寺史』五三七頁参照。（８）
 『新修門前町史』資料編２
 総持寺九五頁および『總持寺誌』二四六頁参照。
（９）栗山泰音『總持寺史』五四四頁参照※追記　　
  『洞川庵住番記』元和五年八月に輪住した「常州完戸龍穩院［宏
會
］源
益奕
和尚」は『曹洞宗大本山總持寺御直末・元輪番
地寺院名鑑』の茨城竜穏院の項にも「竜穏七世源益（元和５） 」とあるから、 『總持寺住山記』の「
三無端派
千
龍穩院
七十世宏會源奕
和
嗣法宗堯和上
尚
受号玄長和上
　元和六年
　　　　　　　　　　　
  秋
田
八月十四日
人事
」とある「秋田人事」が「常州人事」の誤記であればこれに相当する。なお『延享度曹洞宗寺
院本末牒』には「龍穩寺」となっている。
